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師団長統率方針師団長統率方針
任務の完遂任務の完遂

師団長要望事項師団長要望事項
即応性の向上即応性の向上
相互信頼相互信頼

地域との連携地域との連携

　

第
七
師
団
は
、
北
海
道
大
演
習
場
島
松
地
区
に
お

い
て
、
令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日
（
金
）
か
ら

二
十
三
日
（
土
）
及
び
十
二
月
二
十
五
日
（
月
）
か

ら
二
十
六
日
（
火
）
の
間
、第
七
十
一
戦
車
連
隊
（
連

隊
長　
前
田
一
佐
）、
第
七
十
二
戦
車
連
隊
（
連
隊
長　

烏
賊
一
佐
）
を
基
幹
と
す
る
各
戦
闘
団
に
よ
る
総
合

戦
闘
射
撃
を
実
施
し
た
。

　
本
訓
練
は
、『
各
級
指
揮
官
の
戦
闘
指
揮
及
び
幕
僚

活
動
』『
諸
職
種
部
隊
の
戦
闘
力
の
組
織
化
に
よ
る
戦

闘
力
の
発
揮
』
を
主
要
演
練
項
目
と
し
て
実
施
し
た
。

　
第
七
十
一
戦
車
戦
闘
団
は
、「
離
島
防
御
に
お
け
る

機
動
打
撃
」
の
状
況
で
訓
練
を
実
施
し
て
敵
部
隊
の

陣
害
処
理
行
動
の
確
認
後
、
速
や
か
に
機
動
打
撃
を

発
動
し
、
特
科
部
隊
に
よ
る
火
力
支
援
の
も
と
戦
闘

展
開
を
至
短
時
間
に
完
了
さ
せ
、
精
密
圧
倒
的
な
火

力
に
よ
り
敵
部
隊
を
撃
破
し
て
任
務
を
完
遂
し
た
。

　
ま
た
第
七
十
二
戦
車
戦
闘
団
は
、「
敵
主
陣
地
へ
の

攻
撃
」
の
状
況
で
訓
練
を
実
施
し
て
特
科
部
隊
に
よ

る
火
力
支
援
に
引
き
続
き
、
普
通
科
部
隊
と
機
甲
科

部
隊
が
異
な
る
方
向
か
ら
同
時
に
敵
主
陣
地
に
突
入

す
る
普
戦
同
時
異
軸
攻
撃
に
よ
り
目
標
を
奪
取
す
る

と
と
も
に
、
損
耗
の
発
生
に
対
し
て
は
速
や
か
な
回

収
・
整
備
に
よ
り
戦
闘
力
を
持
続
さ
せ
、
任
務
を
完

遂
し
た
。

　

第
七
師
団
は
、
引
き
続
き
実
際
的
な
訓
練
を
実
施

し
て
、
い
か
な
る
任
務
を
も
必
成
し
得
る
陸
上
自
衛

隊
唯
一
の
機
甲
師
団
と
し
て
進
化
を
続
け
て
い
く
。

陸 将陸 将統
率
方
針
：『
任 

務 

の 

完 
遂
』

　
　
　
　
『
即
応
性
の
向
上
』 

要
望
事
項
：�『
相  

互  

信  

頼
』 

『
地
域
と
の
連
携
』

普通科教導連隊� （H5.3～）� 【滝ヶ原駐屯地】

幹部候補生学校� （H7.8～）� 【前川原駐屯地】

第32普通科連隊� （H10.3～）� 【大宮駐屯地】

幹部学校� （H12.8～）� 【目黒駐屯地】

第34普通科連隊中隊長� （H14.8～）� 【板妻駐屯地】

陸上幕僚監部防衛部防衛課� （H16.3～）�【市ヶ谷駐屯地】

陸上幕僚監部運用支援・情報部運用支援課�
� （H18.3～）�【市ヶ谷駐屯地】

陸上幕僚監部人事部補任課� （H19.8～）�【市ヶ谷駐屯地】

幹部学校� （H22.3～）� 【目黒駐屯地】

中央情報隊本部付（米陸軍戦略大学留学）(H23.3～）　　

陸上幕僚監部防衛部防衛課� （H24.7～）�【市ヶ谷駐屯地】

陸上幕僚監部防衛部防衛課業務計画班長�
� （H24.8～）�【市ヶ谷駐屯地】

第22普通科連隊長兼ねて多賀城駐屯地司令�
� （H26.8～）�【多賀城駐屯地】

陸上幕僚監部防衛部防衛課長�（H27.8～）�【市ヶ谷駐屯地】

中部方面総監部幕僚副長� （H29.8～）� 【伊丹駐屯地】

自衛隊沖縄地方協力本部長� （H30.3～）

統合幕僚監部運用部副部長� （R2.8～）� 【市ヶ谷駐屯地】

陸上幕僚監部防衛部長� （R3.12～）�【市ヶ谷駐屯地】

第15旅団長� （R5.3～）� 【那覇駐屯地】

現　　　職� （R6.3～）� 【東千歳駐屯地】

第７師団長［経 歴］

記者会見

慰霊碑参拝

出迎え

師団長訓示

射撃支援中隊による対機甲戦闘見送り

離任の辞

　令和６年３月27日（水）、
遠藤陸将は司令部の隊員に見
送りを受け、ご栄転された。

９２式地雷原処理車による陣前の障害処理敵陣地へ突入しつつ射撃を行う第一線部隊

遠藤前師団長
防衛大学校副校長へ 

ご栄転

松松ま
つ
ま
つ  

永永な
が
な
が    

浩浩こ
う
こ
う  

二二じじ

令和令和    55    年度年度  総 合戦闘射撃

第第  3939  代代

第７師団長第７師団長
３月28日 付

着 任着 任松永陸将松永陸将
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Ｐ　 有り

診療時間　月曜日～金曜日　あさ9：00～よる7：00（昼休 1：00～2：00）
　　　　　　　　　土曜日　あさ9：00～ひる1：00
休 診  日　日曜日・祝日

ファミリー歯科クリニック
●歯科一般 ●小児歯科 ●矯正歯科

千歳市千代田町６丁目 （JR千歳駅前）

☎２６－２２９３
院　長　小　畑　　　彰

青 葉 公 園 歯 科
●歯科一般 ●小児歯科

千歳市本町２丁目28-2 （ホテルグランテラス千歳前）

☎２３－１１８２
院　長　加　藤　　　滋

代表取締役　南　里　和　宏

東京海上日動火災保険㈱代理店　東京海上日動あんしん生命保険㈱代理店
千歳市千代田町６丁目７－３  リレントビル1F

久保  義照（３施団）・木下  誠一（３施団）・浦松  幸一（７高連）
松本  敏男（１特団）・山口  浩次（１特団）・小山  輝幸（北情保）
川端  洋一（２空団）・栗城  高広（11普連）・中村  義幸（１特団）

損害保険・生命保険のご用命は当社まで！

㈱東京海上日動パートナーズ北海道
札幌支店  千歳支社

当社で活躍されている、ΟBメンバーです。お気軽にご相談下さい。

厳しい風雪下の攻撃
（第72戦車連隊）

戦車と普通科隊員が連携（普戦協同）
した攻撃（第72戦車連隊）

迫力ある映像とのコラボ

兵站施設からの糧食受領
（第７後方支援連隊）

負傷者の緊急空輸
（第７後方支援連隊）

観客と一体となり盛り上がる会場

師団段列地域の除雪
（第７施設大隊）

07式機動支援橋の架設
（第７施設大隊）

クライマックスに向け盛り上がる演奏

【
第
七
十
三
戦
車
連
隊
】

 　

三
佐　

堀
内　
　

譲　
　

二
月
十
九
日
付

【
第
七
特
科
連
隊
】

 　

二
佐　

佐
藤　

拓
也　
　

二
月
六
日
付

 　

二
曹　

三
木　

雅
敏　
　

二
月
二
十
六
日
付

 　

二
曹　

小
部　

貴
洋　
　

三
月
二
十
六
日
付

【
第
七
特
科
連
隊
】

 　

二
曹　

関
根　
　

円　
　

六
月
九
日
付

【
第
七
後
方
支
援
連
隊
】

 　

二
曹　

岡
田　

武
幸　
　

五
月
二
十
九
日
付

一
月
〜
三
月
　
定 
年 

退 

官 

者

四
月
〜
六
月  

定
年
退
官
予
定
者

　

第
七
師
団
は
、令
和
六
年
二
月
二
十
九
日（
木
）か
ら
三
月
三
日（
日
）ま
で
の
間
、

北
海
道
大
演
習
場
（
島
松
地
区
、
恵
庭
・
千
歳
地
区
及
び
東
千
歳
地
区
）
及
び
柏

台
演
習
場
に
お
い
て
令
和
五
年
度
第
二
次
師
団
訓
練
検
閲
を
実
施
し
、
第
七
十
二

戦
車
連
隊
（
連
隊
長　

烏
賊
一
佐
）、第
七
後
方
支
援
連
隊
（
連
隊
長　

中
島
一
佐
）

及
び
第
七
施
設
大
隊
（
大
隊
長　

東
山
一
佐
）
の
練
度
を
検
し
た
。

　

本
訓
練
検
閲
は
、
敵
部
隊
に
対
す
る
攻
勢
行
動
を
主
体
と
し
た
想
定
に
よ
り
実

施
し
た
。

　

第
七
師
団
長
は
、
受
閲
部
隊
か
ら
の
準
備
完
了
報
告
に
お
い
て
「
生
き
残
っ
て

任
務
を
達
成
せ
よ
」「
安
全
管
理
」
の
二
点
を
要
望
事
項
と
し
て
示
し
、
訓
練
検
閲

は
開
始
さ
れ
た
。

　

厳
し
い
積
雪
寒
冷
地
の
環
境
下
、
第
七
十
二
戦
車
連
隊
は
、
師
団
の
支
作
戦
正

面
を
担
任
す
る
戦
車
戦
闘
団
と
し
て
行
動
し
、
配
属
さ
れ
た
各
職
種
部
隊
の
能
力

で
敵
を
撃
破
し
て
師
団
主
力
の
作
戦
の
容
易
化
を
図
っ
た
。

　

第
七
後
方
支
援
連
隊
は
、
敵
か
ら
の
脅
威
下
、
段
列
の
開
設
や
移
転
を
整
斉
と

行
い
つ
つ
所
要
の
兵
站
活
動
を
継
続
し
て
、
師
団
の
任
務
遂
行
の
基
盤
を
支
え
た
。

　

ま
た
、
第
七
施
設
大
隊
は
、
前
方
か
ら
後
方
ま
で
あ
ら
ゆ
る
場
所
及
び
局
面
で

施
設
力
を
発
揮
し
て
、
部
隊
の
機
動
の
確
保
、
補
給
幹
線
の
維
持
及
び
後
方
地
域

の
除
雪
等
を
実
施
し
た
。

　

各
受
閲
部
隊
は
マ
イ
ナ
ス
十
五
度
を
下
回
る
気
温
や
、
視
界
を
ふ
さ
ぎ
体
温
を

奪
う
風
雪
に
対
し
て
も
、
隊
員
一
人
ひ
と
り
が
適
切
な
対
処
を
行
っ
て
戦
闘
力
の

低
下
を
招
く
こ
と
な
く
戦
闘
を
継
続
さ
せ
た
。　

　

今
回
の
訓
練
検
閲
を
通
じ
、
冬
季
に
お
け
る
貴
重
な
成
果
と
教
訓
を
得
た
第
七

師
団
は
、
引
き
続
き
実
際
的
な
訓
練
を
実
施
し
て
、
い
か
な
る
任
務
も
必
成
し
得

る
陸
上
自
衛
隊
唯
一
の
機
甲
師
団
と
し
て
進
化
を
続
け
て
い
く
。

　

第
七
音
楽
隊
は
、
令
和
六
年
二
月
二
十
四
日
（
土
）、
恵
庭
市
民
会
館

に
お
い
て
第
四
十
八
回
定
期
演
奏
会
を
恵
庭
市
自
衛
隊
協
力
会
と
の
共
催

に
よ
り
実
施
し
た
。

　

今
年
度
の
演
奏
会
は
『
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
～
と
も
に
未
来
へ
～
』
を
テ
ー
マ

に
、
第
七
師
団
と
地
域
の
皆
様
方
の
「
夢
」
を
第
七
音
楽
隊
が
奏
で
る
音

色
と
迫
力
あ
る
映
像
に
よ
り
表
現
し
、
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
観
客

の
皆
様
に
感
動
と
癒
し
の
ひ
と
時
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
各
部
隊
か
ら
選
出
さ
れ
た
ら
っ
ぱ
奏
者
に
よ
る
演
奏
や
本
年
度

入
隊
し
た
隊
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、「
先
輩
や
同
僚
か
ら
信
頼

さ
れ
る
隊
員
に
な
り
た
い
」「
早
く
陸
曹
に
な
っ
て
、
今
ま
で
苦
労
を
か

け
た
母
親
に
楽
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
」
な
ど
、
将
来
へ
の
『
夢
』
を
そ
れ

ぞ
れ
披
露
し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
曲
で
は
、
音
楽
隊
が
奏
で
る
演
奏
に
、
会

場
内
は
一
体
と
な
り
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
の
中
、
終
演
し
た
。

　

第
七
音
楽
隊
は
、
今
後
も
地
域
の
皆
様
へ
元
気
と
感
動
を
届
け
続
け
る

た
め
、
演
奏
技
術
の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
練
成
に
励
ん
で
い
く
。

第
二
次
師
団
訓
練
検
閲

第
二
次
師
団
訓
練
検
閲

永年の勤務
　大変お疲れ様でした

第
七
音
楽
隊

第
七
音
楽
隊

定
期
演
奏
会

定
期
演
奏
会
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営業時間／16:30～24:00
定 休 日／なし

歓送迎会・
退官パーティなど、
各種宴会承ります

防衛省共済組合 陸上自衛隊北部方面隊
の隊員のみなさまへおすすめです!

提携社員ローン
特別金利

防衛省　職員家族

防衛省
防衛省　　
〈お見積･資料請求 http://webby.aflac.co.jp/bouei/〉

TEL：（03）3226‒5812

☆その他各種の損害保険
【取扱代理店】

〈総合賠償型・親介護補償型（特約）オプション〉
〈団体長期障害所得補償保険「長期所得安心くん」略称：GLTD〉

共済組合
団体取扱

退職後

防衛省　　共済組合
団体取扱

弘済企業株式会社
詳しくは、第７師団各駐屯地の
　　　弘済企業保険常駐員にご相談下さい。

火 災 保 険

が ん 保 険
団体傷害保険

団体傷害保険

詳しくはお問い合わせください

自衛隊・関連団体にお勤めの方!
限定特典ございます!!

「ちびっ子滑り台」製作の様子北海道ＤＭＡＴ実動訓練研修

出陣式

まつり当日の様子

陸士の部

装軌車整備に係る交叉訓練

障害処理の様子

完成した「とまチョップ」千歳市民病院との相互研修

指揮幕僚活動

部 隊 だ よ り部 隊 だ よ り

第７高射特科連隊

第73戦車連隊

第７施設大隊

第７後方支援連隊

　
第
七
高
射
特
科
連
隊
は
、
令
和
六
年
二

月
一
日
か
ら
二
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
連

隊
冬
季
戦
技
競
技
会
を
北
海
道
大
演
習
場

東
千
歳
地
区
に
お
い
て
実
施
し
た
。

　

各
中
隊
は
、
個
人
走
の
部
（
全
員
）、

ア
キ
オ
曳
航
の
部
（
四
人
一
組
）
に
分
か

れ
練
成
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
た
。
優

勝
は
、
練
度
の
低
い
隊
員
を
重
視
し
て
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
す
る
な
ど
の
底
上
げ

を
図
っ
た
第
一
中
隊
が
個
人
走
の
部
を
制

し
、
総
合
優
勝
の
栄
誉
を
勝
ち
取
っ
た
。

ま
た
、
女
性
自
衛
官
の
苅
田
士
長
（
一
中

隊
）
は
、
男
性
自
衛
官
を
含
め
た
陸
士
の

部
に
お
い
て
第
一
位
と
い
う
輝
か
し
い
成

績
を
残
し
、
一
中
隊
の
優
勝
に
大
き
く
貢

献
し
た
。結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。

　

第
七
施
設
大
隊
は
、
令
和
六
年
二
月
二
十
九

日
（
木
）
か
ら
同
年
三
月
三
日
（
日
）
ま
で
の
間
、

令
和
五
年
度
第
二
次
師
団
訓
練
検
閲
に
受
閲
部
隊

と
し
て
参
加
し
た
。

　

大
隊
は
、
年
度
を
通
じ
た
練
成
訓
練
に
よ
る
練

度
の
積
み
上
げ
、
数
次
に
わ
た
る
指
揮
官
会
議
等

に
よ
る
大
隊
長
企
図
の
徹
底
、
出
陣
式
に
よ
る
士

気
の
高
揚
等
、
受
閲
態
勢
を
万
全
に
し
て
訓
練
検

閲
に
臨
ん
だ
。

　
検
閲
間
は
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く
、
降
雪・

強
風
と
い
う
厳
し
い
気
象
条
件
の
な
か
、
大
隊

長
東
山
一
佐
の
指

揮
の
も
と
、
各
隊

員
が
プ
ロ
意
識
を

も
っ
て
任
務
遂
行

に
あ
た
り
、
一
丸

と
な
っ
て
任
務
を

完
遂
し
た
。

　

大
隊
は
本
訓
練

検
閲
の
教
訓
を
活

か
し
、
更
な
る
飛

躍
を
図
る
。

　

第
七
十
三
戦
車
連
隊
は
、
令
和
六
年

一
月
十
五
日
（
月
）
か
ら
二
月
十
三
日

（
火
）
ま
で
の
間
、
苫
小
牧
市
に
て
開

催
さ
れ
た
「
第
五
十
八
回
と
ま
こ
ま
い

ス
ケ
ー
ト
ま
つ
り
」
を
支
援
し
た
。

　

約
四
十
名
の
作
業
支
援
隊
及
び
第
七

施
設
大
隊
の
雪
輸
送
支
援
班
を
編
成

し
、
ち
び
っ
子
滑
り
台
及
び
苫
小
牧
市

の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
「
と
ま
チ
ョ
ッ
プ
」

の
雪
像
を
製
作
し
た
。

　

二
月
十
日
（
土
）
の
開
会
式
に
先
立

ち
行
わ
れ
た
引
き
渡
し
式
に
お
い
て
、

担
任
官
で
あ
る
連
隊
長
か
ら
苫
小
牧
市

へ
製
作
し
た
「
ち
び
っ
子
滑
り
台
」
等

が
引
き
渡
さ
れ
た
。

　

第
七
十
三
戦
車
連
隊
は
、
苫
小
牧
市

の
ス
ケ
ー
ト
ま
つ
り
を
昭
和
五
十
七
年

か
ら
支
援
し
て
お
り
、
毎
年
多
く
の
来

場
者
が
、
完
成
し
た
巨
大
な
滑
り
台
を

楽
し
ん
だ
。

　

今
年
も
ち
び
っ
子
滑
り
台
に
は
長
蛇

の
列
が
で
き
、
会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
、

滑
り
台
を
楽
し
む
子
供
た
ち
の
最
高
の

笑
顔
が
溢
れ
た
。

　

第
七
後
方
支
援
連
隊
は
、
令
和
五
年
十
二

月
十
六
日
（
土
）・
十
七
日
（
日
）
の
両
日

に
苫
小
牧
市
で
実
施
さ
れ
た
北
海
道
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
実
動
訓

練
研
修
及
び
令
和
六
年
二
月
十
六
日
（
金
）

千
歳
市
民
病
院
と
の
相
互
研
修
に
衛
生
隊

を
参
加
さ
せ
た
。

　

両
研
修
は
、
師
団
と
し
て
の
災
害
対
処
を

見
据
え
、
平
素
か
ら
の
部
外
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
、

陸
自
衛
生
科
部
隊
の
任
務
・
役
割
及
び
取

組
み
を
部
外
に
対
し
て
発
信
す
る
と
と
も

に
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
及
び
市
民
病
院
双
方
の
概
要

に
つ
い
て
認
識
し
て
、
災
害
対
処
能
力
の
向

上
を
図
っ
た
。
ま
た
、
連
隊
内
に
お
い
て
第

一
整
備
大
隊
及
び
第
二
整
備
大
隊
と
の
装

軌
車
整
備
に
係
る
交
叉
訓
練
を
実
施
し
て
、

機
甲
師
団
の
継
戦
能
力
の
強
化
及
び
連
隊

の
装
軌
整
備
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。
連
隊

は
引
き
続
き
、
機
甲
師
団
を
支
え
る
兵
站
・

衛
生
支
援
部
隊
と
し
て
の
実
力
を
蓄
積
す

る
た
め
、
部
隊
は
も
と
よ
り
、
関
係
機
関
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
て「
真
に
戦
え
る
兵
站・

衛
生
部
隊
の
創
造
」
を
目
指
す
。

〉〉〉〉〉〉〉〉

【
団
体
表
彰
】

・
個
人
走
の
部

　
第
一
位
　
第
一
高
射
中
隊
　
第
二
位
　
第
二
高
射
中
隊
　
第
三
位
　
第
三
高
射
中
隊

・
ア
キ
オ
曳
航
の
部

　
第
一
位
　
第
二
高
射
中
隊
　
第
二
位
　
第
一
高
射
中
隊
　
第
三
位
　
第
三
高
射
中
隊

【
個
人
表
彰
】

・
個
人
走
の
部

　
第
一
位
　
第
二
高
射
中
隊
　
石
井
二
曹

・
陸
士
の
部

　
第
一
位
　
第
一
高
射
中
隊
　
苅
田
士
長

・
新
渡
道
の
部

　
第
一
位
　
第
五
高
射
中
隊
　
菅
田
三
曹

個
人
走
の
部

ア
キ
オ
曳
航
の
部
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千
歳
基
地
Ｏ
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東
千
歳
駐
Ｏ
Ｂ

東
千
歳
駐
Ｏ
Ｂ

千
歳
基
地
出
身

千
歳
基
地
出
身

千
歳
基
地
出
身

⃝
 

同
僚
隊
員
に
聞
き
ま
し
た
。

　
小
林
二
曹
は
ど
ん
な
人
で
す
か
？

　

 　
と
て
も
家
族
思
い
で
、
休
日
に
は
目
一
杯
家
族
サ
ー
ビ
ス
を
尽
く

す
ナ
イ
ス
ガ
イ
。
隊
本
部
で
は
化
学
陸
曹
と
し
て
忙
し
く
大
変
な
業

務
を
迅
速
・
的
確
に
実
施
し
、
業
務
の
合
間
に
は
筋
ト
レ
を
怠
ら
な

い
パ
ワ
フ
ル
な
隊
員
で
す
。
そ
の
立
派
な
上
腕
二
頭
筋
か
ら
、
油
圧

重
機
を
連
想
さ
せ
る
た
め
、“
ユ
ン
ボ
小
林
”
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
時
々
腰
痛
時
に
立
姿
で
パ
ソ
コ
ン
の
マ
ウ
ス
操
作
を
し
て

い
る
姿
か
ら
、“
Ｄ
Ｊ
小
林
”と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 （
先
輩
隊
員
）

　

 　
化
学
陸
曹
と
し
て
数
多
く
の
化
学
器
材
を
管
理
し
て
お
り
、
忙
し

く
も
淡
々
と
業
務
を
こ
な
す
姿
は
頼
り
に
な
り
と
て
も
格
好
い
い
先

輩
で
す
。
通
勤
は
駆
け
足
通
勤
、
休
日
に
は
奥
様
、
娘
さ
ん
と
お
出

か
け
す
る
な
ど
体
力
錬
成
、
家
族
サ
ー
ビ
ス
も
怠
ら
な
い
と
こ
ろ
も

尊
敬
し
て
い
ま
す
。
娘
さ
ん
の
話
を
す
る
と
き
の
笑
顔
は
一
〇
〇
点

満
点
の
ナ
イ
ス
パ
パ
で
す
。 

（
後
輩
隊
員
）

⃝
 

本
人
か
ら
の
一
言

　

 　
私
は
現
職
務
に
上
番
し
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
を
行
う
内
に
腰
痛
や
肩

こ
り
に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
昨
年
か
ら
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
ワ
ー
ク
（
立
姿
で
業
務
）
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
腰
痛

や
肩
こ
り
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
究
に
よ
る
と
立
っ

て
仕
事
を
し
た
場
合
、
こ
う
し
た
健
康
面
の
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く

集
中
力
の
向
上
、
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ッ
プ
、

認
知
機
能
の
向
上
な
ど
メ
ン

タ
ル
面
や
生
産
性
に
対
し
て

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

 　
皆
さ
ん
も
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
ワ
ー
ク
を
試
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
先
駆
で
は
毎
号
、
陸
上
自
衛
隊
唯
一
の
機
甲
師
団
で
あ
る
第
七

師
団
を
支
え
る
隊
員
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
第
七
化
学
防
護
隊
で
化
学
陸
曹
と
し
て
勤
務
す
る

小
林
二
曹
を
紹
介
し
ま
す
。

第35代
第11普通科連隊長

第24代
第72戦車連隊長

令和５年12月22日付令和５年12月22日付

巡 閲

観閲行進
観閲行進

巡 閲

１等陸佐１等陸佐

太太
おおおお

田田
たた

　 　 光光
ひかるひかる

烏烏
いい

賊賊
かか

  弘弘
こうこう

二二
じじ

郎郎
ろうろう

『日々向上』『日々向上』『戦士として矜持ある隊員たれ』『戦士として矜持ある隊員たれ』
『自ら考え変化させられる隊員たれ』『自ら考え変化させられる隊員たれ』
『誰かのために動ける隊員たれ』『誰かのために動ける隊員たれ』

『『日本の為に日本の為に』』『『伝統の継承と伝統の継承と
�現代ニーズへの対応�現代ニーズへの対応』』

統率方針統率方針

要望事項要望事項

隊
員
隊
員

　

父
は
第
七
十
二
戦
車
連
隊
で
小
隊
長
と
し
て
勤

務
し
て
い
ま
す
。（
第
二
戦
車
中
隊　

山
本
英
治
三

尉
）
幼
い
頃
か
ら
父
の
制
服
姿
や
戦
車
に
乗
っ
て

い
る
姿
を
見
て
憧
れ
を
抱
き
、
私
も
父
の
よ
う
な

自
衛
官
に
な
っ
て
戦
車
に
乗
り
た
い
と
自
衛
隊
に

入
隊
し
、
現
在
、
第
七
十
一
戦
車
連
隊
第
一
中
隊
で

一
〇
式
戦
車
の
操
縦
手
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

父
と
同
じ
機
甲
科
隊
員
と
な
っ
て
今
思
う
こ
と

は
、「
父
は
こ
ん
な
仕
事
を
し
て
私
達
家
族
を
養
っ

て
き
た
ん
だ
な
ぁ
」
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
車
の
整
備
や
厳
し
い
訓
練
、
そ
れ
が
終
っ
た

後
の
達
成
感
な
ど
、
父
が
経
験
し
て
き
た
こ
と
に
比
べ
た
ら
今
の
私

が
経
験
し
て
い
る
事
は
、
何
万
分
の
一
、
何
億
分
の
一
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ど
ん
な
に
つ
ら
い
訓
練
で
も
父
が
歩
ん
で
き
た
道
と
思
い
、

乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
四
年
度
の
師
団
戦
車
射
撃
競
技
会
で
は
父
は
小
隊
長
、
私

は
操
縦
手
と
し
て
参
加
し
、
お
互
い
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
「
親
子
対

決
？
」
と
な
り
ま
し
た
が
結
果
、
父
の
小
隊
に
は
負
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。
で
す
が
父
と
同
じ

射
場
で
役
割
は
違
え
ど
、
戦

え
た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。

　

父
は
家
で
は
あ
ま
り
仕
事

の
話
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
私
に
と
っ
て
尊
敬

す
る
先
輩
で
あ
り
目
標
で
も

あ
り
ま
す
。
私
も
父
の
よ
う

な
機
甲
科
隊
員
に
な
れ
る
よ

う
日
々
成
長
し
、
部
隊
に
貢

献
で
き
る
自
衛
官
に
、
ま
た

家
で
は
父
の

仕
事
を
理
解

で
き
る
娘
と

し
て
親
孝
行

し
て
い
き
ま

す
。

““  

イ
チ
イ
チ
推推
しし  

””

新
着
任
部
隊
長 

紹
介

第７化学防護隊
隊本部　化学陸曹

小
こ

林
ばやし

　龍
りゅう

太
た

郎
ろう

　
２等陸曹

山本親子のツーショット

第
七
十
一
戦
車
連
隊
　
第
一
戦
車
中
隊

　
　
　
　�

陸
士
長
　
山
本
　
遥
香

「
ラ
イ
バ
ル
」

家族家族ののささえささえ

大会公式サイト及びスポーツナビで
全ラウンドLIVE配信

インターネット中継

2024年7月11日 (木)~7月14日 (日)

セガサミーグループは、 「感動体験を創造し続ける
～社会をもっと元気に、カラフルに。 ～」 をミッショ
ン/パーパスに掲げ、幅広いフィールドでエンタテイン
メント事業を展開しています。
『セガサミーカップ』開催を通じて、市民交流の機会
を創出し、 スポーツ＆カルチャー分野における千歳
市の地域活性化に貢献してまいります。


